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要旨 
 ⽇本の職⼈の⼿で作られる伝統⼯芸品の多くは、⼩規模で家族が基本構成を
取る企業が製造しています。その幅は、⼯芸品や、酒、⽂房具、お菓⼦などとて
も広く、代々親から⼦へと受け継がれていっています。100 年や 200 年の創業
年巣を持つ企業は「⽼舗」として位置づけられ、決して⽣産量は多くはないかも
しれませんが、歴史や分野、職⼈の⾼いスキルによって⽀えられています。ただ、
そのような企業は今、技術継承の問題に直⾯しています。社会状況の変化から、
⼦が必ずしもお店を継ぐとは限らなくなり、あとを継ぐ⼈がいなくなっている
のです。同時に、企業数も、⽣産量も、従業員数も年々減少傾向にあります。つ
まり、今まさに、技術が失われつつあるだけでなく、将来応⽤できたであろうそ
の技術の可能性さえ失われているのです。そのような、技術継承の問題にどのよ
うなことができるのかを、当論⽂では考察しています。 
 京都のソフトパステルに特化した唯⼀の企業のケーススタディを元に、当論
⽂は執筆されています。調査対象者は、現在の社⻑と、その継承者である息⼦で
す。 
 調査の結果から、両者にギャップがあることが明らかになりました。具体的に
は、⽗親は、今後の息⼦の働きに期待を抱き、⾃分がこれまでの事業を通して⼤
切にしてきたところと、変えていった部分を積極的に話していきたい。という姿
勢を⾒せた⼀⽅、息⼦側はというと、時折、継承に対して否定的な発⾔を取った
り、⽗親のいうことが信⽤できない時がある。と、現在の対話の距離感が適切で
ないと述べていました。 
 これらの結果から、著者が提⽰するのが「守破離」というモデルです。「守」
は、最も基本的な点で、師匠からの教えとその模倣です。「破」は、師匠の教え
に基づきながらも、習得したことを取り除いていく実践的なステップです。「離」
は、学んだスキルから離れ、⾃由に表現することにそれらのスキルを使う創造的
なステップです。簡単にまとめると、学び、⾰新、突破のようなイメージです。



各代の師匠が、これらの流れを通して、弟⼦に伝えていく必要があると述べてい
ます。そして、最後に、そのための鍵として、早い段階からの事業への参加と
（workplace）と、刺激ある学びの場（learning place）を⽤意すべきだと結論づ
けています。 
 
感想 
 伝統産業全体が右肩下がりで、今にも彼らの持つ⾼い技術が失われつつある
というのは、今まさに起こっている事です。我々が関わる京漆器の世界も同じ
で、分業制で仕事が⾏われる京漆器では、どれか１つの⾏程の職⼈さんがいなく
なると、もう、京漆器は作成できません。 
 さて、著者が述べたように、仕事への参加機会と学びの場の提供は、確かに今
後重要であると思います。ただ、雇⽤の機会の広がりから、必ずしも継承すると
は限らないですし、どの企業も⾝内に継承者がるとは限りません。その場合は、
他の⼈を⾒つけるしかありません。また、その⼈を雇うとなると、お⾦が必要で、
その資⾦が⽤意できないために、弟⼦を雇えない師匠もいるのです。つまり、⻑
期的な指針と同じくらい、短期的な解決策も求められるのではないでしょうか。
とはいえ、実際の経営⾯や、従業員の声が含まれている論⽂で、活動を彷彿させ
られる論⽂でした。 


